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加齢とともに骨粗鬆症と動脈硬化, 肥満は増加
する傾向にあり, これら疾患は一見あまり関係な

いようにみえるが, 実は密接な関係があるとされ
ている｡ 国内では折茂ら�)が先駆的にＸ線で評価
した骨粗鬆症スコアと動脈石灰化が相関する事を
示し, 骨粗鬆症は耐糖能や高血圧症とは独立した
虚血性心疾患や大動脈石灰化の危険因子であるこ
とを報告している｡ 本邦においてはもはや食生活
の欧米化, 超高齢化社会に伴い高齢者における冠
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今回, 腰痛を主訴として当院へ来院した3&歳以上の高齢者において腹部大動脈石灰化症
例について石灰化最大径, 腹部大動脈の拡張程度, 腹部大動脈瘤, 腸骨動脈瘤の合併頻度
を検討した｡
)**&年5月から)*�6年�)月までの約�*年間に腰痛症にて当院へ来院した3&歳以上の症例

のうち腰椎単純Ｘ線を撮影した症例は�273例 (男性：.32例, 女性：�)�.例) であり, そ
の中でも腹部大動脈石灰化を認めた症例は)&7例 (男性：���例, 女性：�6.例) であった｡
)&7症例中腹部大動脈最大径は�3㎜－77㎜までに分布し, )*㎜以下：�7例, )*㎜－)&㎜：
�%7例, )&㎜－%*㎜：6&例, %*㎜－%&㎜：)&例, %&㎜－6*㎜：��例であった｡ 特に腹部大
動脈の手術適応となる6*㎜以上の症例は)�症例において認めた｡ Ｘ線上における石灰化
性状は腹部大動脈壁線状石灰化例)6例 ()68)&7：29*％), 腹部大動脈脈瀰漫性石灰化例%7
例 (%78)&7：�&9*％), 腹部大動脈点状, 局所性石灰化例�23例 (�238)&7：.39*％) であっ
た｡ 腹部大動脈石灰化は脳心血管系の罹患率の危険因子でもあることから, 腹部大動脈瘤
も含め腰椎などでＸ線を撮影する機会があれば石灰化の有無につき注意が必要であると考
えられた｡


